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格標本の調査は1984年 から1989年 の期間に実施され、最後の1990年 には主 として ビ
ショップ博物館図書室において種々の研究情報や文献の収集が行われた。
参加者および役割分担は次のとおりである(*前 所属)。
埴原和郎(研 究代表者)東 京大学理学部人類学教室*、国際日本文化研究セ ンター
(総括、頭骨および歯の研究)
百々幸雄 札幌医科大学解剖学教室(頭 骨の非計測形質の研究)
鈴木隆雄 札幌医科大学解剖学教室*、 東京都老人総合研究所疫学部門(古 病理学
的および古疫学的研究)
小泉清隆 東京大学理学部人類学教室*(頭 骨の研究)
石田 肇 札幌医科大学解剖学教室(頭 骨の非計測形質および四肢骨の研究)
埴原恒彦 自治医科大学解剖学教室*、 札幌医科大学解剖学教室(頭 骨および歯の
研究)
以上の参加者はすでに本プロジェク トの成果の一部を報告 しているので、ここで
はとくに太平洋民族および日本人を含 む隣接諸民族の系統に関する報告 を収録 し
た。
この研究を実施するにあたってはビショップ博:物館の前館長E.C.Creutz博 士、
現館長W.D.Duckworth博 士、前人類学部長Y.H.Sinoto(篠 遠喜彦)博 士、お
よび多 くの博物館員のお世話にな り、同時に種々の分野の研究者から貴重な研究情




(委員長 ・伊東俊太郎教授、幹事 ・柏岡富英助教授)の お世話になった。深 く感謝
の意を表する。
